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（1）　実数 x，y について，集合 P と集合 Q を次のように定める。

P＝｛ x｜x2－ 6 x＋ 8≦ 0｝

Q＝｛ y｜y2－ 8 y＋13＞ 0｝

このとき，集合 P ∩ Q に含まれる整数は ア である。

（2）　 3点（－ 1，－ 8），（1， 6），（3， 4）を通る2次関数のグラフの方程式は，

y＝ イウ x2＋ エ x＋ オ である。

（3）　 1より大きい実数 t が t 2＋ ＝34を満たすとき，

t＝ カ ＋ キ 　 ク である。

（4）　30名のクラスで100点満点の試験を実施したところ，クラス全体の平均点は60点

ちょうどであった。

このクラスの得点上位10名の平均点は74点であった。

このとき，残り20名の平均点は ケコ 点である。

ただし，値が小数になる場合は，小数第1位を四捨五入し整数値で記入すること。

（5）　 4桁の自然数のうち，7の倍数であり，かつ各位の数の和が7になる数を考える。

これらは小さい順に，1015，1141，1204，1330，A，……，7000となり，全部で

12個ある。

このような数のうち小さい方から数えて5番目の数（A にあてはまる数）は，

サシスセ である。
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AB＝ 5，AD＝ 3，AE＝ 2の直方体 ABCD-EFGH がある。

以下の問に答えよ。

（1）　対角線 AG の長さは，　 アイ である。

（2）　三角形 ACF の面積を S とすると，

S＝

である。

（3）　点 B から3点 A，C，F を含む平面に下ろした垂線の長さを h とすると，

h＝

である。

（4）　四面体 ABCF の外接球（4点 A，B，C，F と接する球）の半径を R とすると，

R＝

である。

（5）　四面体 ACFH の体積を V とすると，

V＝ スセ

である。

C 

G 

B 

F 

D 

A 

E 

H 

ウエ

オ

カキ

クケ

コサ

シ



数 － 3

3

1次関数 f（x）と2次関数 g（x）を次のように定める。

f（x）＝ ax＋ 1

g（x）＝－ 2 x2＋ 4 x＋ 3 a－ 3

以下の問に答えよ。ただし，a は0ではない実数の定数とする。

（1）　y＝ f（x）のグラフは，a の値によらず定点を通過する。その定点の座標は，

（ ア ， イ ）

である。

（2）　y＝g（x）のグラフの頂点の座標は，

（ ウ ， エ a－ オ ）

である。

（3）　a＞ 0とする。

－a≦x≦a における y＝ f（x）と y＝g（x）の最大値が同じ値になるとき，定数 a の

値は，

a＝ ， ク ＋　 ケ

である。

また，a＝ のとき y＝g（x）の最小値は である。
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2  ， 3  ， 4  ， 5  ， 6  ， 7  と書かれたカードが1枚ずつ，全部で6枚ある。

（1）　この6枚のカードから3枚を引くとき，書かれている数字の組合せは アイ 通

りである。

この6枚のカードから3枚を引き，引いた3枚のカードに書かれている数字を3

辺の長さとする三角形が存在するかどうかを考える。ただし，辺の長さの単位はす

べて同一とする。

例えば，引いたカードの組合せが（5， 6， 7）であればこれを3辺の長さとす

る三角形が存在する。

また，引いたカードの組合せが（2， 4， 7）であれば，これを3辺の長さとす

る三角形は存在しない。

（2）　引いた3枚のカードに書かれている数字を3辺の長さとする三角形が存在する確

率は，

である。

また，この条件で作られた三角形が，直角三角形となる組合せは キ 通りであ

る。

� （次ページに続く）
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更に，引いた3枚のカードに書かれている数字を3辺の長さとする三角形が存在

するとき，

その三角形が鋭角三角形である条件付き確率は，

である。

この6枚のカードに 1 と書かれたカードを追加し，全部で7枚とする。

この7枚のカードから3枚を引き，引いた3枚のカードに書かれている数字を3

辺の長さとする三角形が存在する確率は，

である。
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